
秋田県自然保護課
近藤麻実

秋田県における
クマによる被害等の状況と
クマ対策について



秋田県
ツキノワグマ推定生息数
 4,400（2,800-6,000）頭  
          （2020.4.1時点）

ツキノワグマによる人身事故被害者数
 年平均:11.2人（2012-2021年）
 2023年度:70人（2023.12.17時点）

0人/年
～1人未満/年
～5人未満/年
～10人未満/年
10人以上/年

クマ類による人身事故被害者数
（2012-2021年の年平均）



秋田県における人身事故件数の推移

散歩中、農作業中、
登下校中など

山菜・キノコ採り中、
登山中など



クマの分布拡大

第1次ツキノワグマ管理計画（H15～）
第2次計画追加メッシュ（H19～）
第3次計画追加メッシュ（H24～）
第4次計画（当初）追加メッシュ（H29～）
第4次計画（変更）追加メッシュ（H30～）



"ヒトエリア"の縮小



1970年代



現在



ツキノワグマ目撃件数 秋田県警しらべ
R5.12.11時点

（件）



ؙ R5年度の人身被害発生状況 R5.12.17時点

（人）



秋田県のクマ対策
① 出没・事故を防ぐための対策
 ・集落点検
 ・緩衝帯整備
 ・出没・事故を防ぐ知識の普及
   職員研修
   あきた県庁出前講座 etc.

② 出没してしまった場合への備え・対応
 ・市街地出没対応指針→想定訓練
 ・轟音玉講習会
 ・出没対応サポート

③ 事故が起きてしまった場合の対応
 ・人身事故検証
 ・検証結果の公開→事故防止に向けた普及



①出没・事故を防ぐための対策

集落点検



①出没・事故を防ぐための対策

緩衝帯
整備事業



①出没・事故を防ぐための対策

職員研修





①出没・事故を防ぐための対策

あきた県庁出前講座



②出没への備え・出没対応

市街地出没
想定訓練（机上）



②出没への備え・出没対応

市街地出没
想定訓練（実地）



②出没への備え・出没対応

出没対応サポート



③事故対応
現場検証・分析



③事故対応
情報発信



とはいえ、今年に限らず…



課題:人とクマとの距離の近さ



人とクマとの棲み分けを目指して
各種研究やモニタリングに係る資金的担保

 棲み分けのための手法研究
 分布管理方法・侵入ルートの遮断方法
 試行 → 実装（継続的な実施）

 繁殖率の推定
 捕獲個体の年齢査定、胎盤痕調査など

 遺伝子分析
 サンプル採取→分析・保管

 定期的な個体数推定調査
 カメラトラップ調査


